
（ 1 ）

第22号
















































No .22
平成30年９月１日

　

む
ら
さ
き
会
会
員
の
皆
さ
ん
、
ご
機
嫌
い
か

が
で
す
か
。
今
年
も
大
勢
の
会
員
を
お
迎
え
い

た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
日
頃
よ
り
会
員
の
皆

様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
む
ら
さ
き
会
の
目
標
と

し
て
い
る
「
会
員
相
互
の
親
睦
と
、
母
校
へ
の

支
援
を
持
続
す
る
」
こ
と
の
活
動
が
続
け
ら
れ

ま
す
こ
と
に
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
６
月
24
日
、
川
越
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

に
お
い
て
「
総
会
並
び
に
懇
親
会
」
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
理
事
長
先
生
、
両
校

の
諸
先
生
方
、
相
談
役
の
山
村
寬
先
生
の
ご
出

席
を
い
た
だ
き
、
学
園
の
近
況
報
告
に
は
、
さ

ら
な
る
教
育
環
境
が
創
り
だ
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
会
場
は
、
今
年

も
ご
参
加
さ
れ
た
お
な
じ
み
の
方
々
、
恩
師
を

囲
ん
で
の
新
会
員
の
皆
様
の
笑
顔
。
バ
イ
キ
ン

グ
の
と
き
に
は
「
こ
れ
た
べ
よ
う
か
な
？
」「
あ

れ
、美
味
し
か
っ
た
で
す
よ
」
と
の
会
話
等
、年

齢
層
の
厚
い
参
加
者
に
、
学
園
の
歴
史
を
感
じ

つ
つ
華
や
い
だ
雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
。
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
山
村
学
園
高
校
バ
ト
ン
部

の
若
さ
溢
れ
る
は
つ
ら
つ
と
し
た
演
技
に
は
、

限
り
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
、
校
歌
を
全
員
合
唱
、
よ
み
が
え

る
思
い
出
と
共
に
、
心
が
一
つ
に
な
り
、
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、む
ら
さ
き
会
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、
母
校

の
益
々
の
発
展
を
願
い
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
の
５
月
、
５
年
に
１
回
の
大
学
の
同
級

会
が
あ
っ
た
。
年
齢
的
に
最
後
の
同
級
会
と
い

う
事
で
、全
国
か
ら
７
名
（
約
20
％
）
が
集
ま
っ

た
。
近
況
・
家
族
・
健
康
・
終
活
・
不
参
加
の

同
級
生
の
情
報
・
学
生
時
代
の
昔
話
種
々
話
は

盛
り
上
が
っ
た
が
、
一
番
は
卒
業
し
た
学
部
・

学
科
の
現
在
の
様
子
だ
っ
た
。
自
分
達
が
卒
業

し
た
学
校
が
少
し
ず
つ
変
革
し
な
が
ら
も
元
気

に
存
続
す
る
事
を
知
る
事
は
同
窓
生
の
喜
び
と

思
い
近
況
を
記
し
ま
す
。

　

今
現
在
、学
園
内
２
校
、山
村
国
際
高
校
（
坂

戸
）、学
園
高
校（
川
越
）は
大
変
元
気
で
す
。
今

年
度
入
試
の
受
験
生
は
2
校
で
延
べ
３
３
０
０

人
、
入
学
生
は
９
４
１
人
で
、
共
に
空
き
教
室

は
一
つ
も
存
在
し
な
い
状
況
で
す
。
生
徒
の
活

躍
も
目
覚
ま
し
く
、
両
校
の
ダ
ン
ス
部
・
バ
ト

ン
部
の
全
国
大
会
１
位
や
上
位
入
賞
、
国
際
高

校
の
生
物
部
の
文
部
大
臣
賞
受
賞
、
よ
さ
こ
い

部
の
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
等
、
学
園
高
校

の
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
、

女
子
硬
式
テ
ニ
ス
個
人
３
年
連
続
優
勝
、
今
年

の
甲
子
園
野
球
大
会
の
南
埼
玉
代
表
候
補
に
２

校
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
事
等
、
枚
挙
に
い
と

ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。
４
年
制
大
学
へ
の
進
学
も

学
園
高
校
の
79
％
、
国
際
高
校
の
52
％
と
進
化

し
て
お
り
ま
す
。
も
う
一
つ
見
逃
せ
な
い
の
が

同
窓
生
の
母
校
愛
で
、
今
年
の
受
験
生
１
８
９

名
の
お
母
様
は
本
学
園
の
同
窓
生
で
す
。

　

今
後
益
々
の
発
展
を
願
う
今
日
此
頃
で
す
。

ご
挨
拶

元
気
な
高
校 山

村
学
園
む
ら
さ
き
会
　

会
長
　
田
中
久
子

山
村
学
園
理
事
長
　
　

岡
　
　
　
實
先
生

山村国際高等学校

紫　藤　祭紫　藤　祭
9月15日（土） 10：30～
9月16日（日） 9：00～

山村学園高等学校

ふじぞの祭ふじぞの祭
9月8日（土） 9：30～　　　　　
9月9日（日） 9：30～　　　　　

文
化
祭
・

学
園
祭
の

ご 

案 

内
「同窓会コーナー」が
ありますので、ぜひ
お立ち寄りください。

このむらさき会だよりは、創立者である山村 みよ先生の誕生日に発行しています。
また、山村学園のスタートの日でもあります。
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大
正
11
年
（
１
９
２
２
年
）
東
京
高
等
裁

縫
女
学
校
（
現
在
の
東
京
家
政
大
学
）
師
範

科
を
卒
業
。
ひ
き
つ
づ
い
て
大
妻
高
等
女
学

校
（
現
在
の
大
妻
女
子
大
学
）
で
日
本
刺
繡

を
学
ん
だ
創
設
者
山
村

み
よ
が
裁
縫
塾
を

開
く
た

め
、
当
時

の
石
川
組

製
糸
所
川

越
工
場
の

社
宅
に
住

ん
で
働
い

て
い
た
両

親
が
残
業

を
し
、
更

に
生
活
費

を
切
り
詰

め
て
蓄
え
た
貯
金
で
小
仙
波

の
喜
多
院
の
門
前
に
あ
る

売
り
に
出
さ
れ
て
い
た
料

亭
（
土
地
は
喜
多
院
の
借

地
）
を
買
い
取
り
、
内
部
を

改
修
し
て
「
裁
縫
手
芸
伝
習

所
山
村
塾
」
の
看
板
を
掲
げ

て
、
女
子
教
育
の
第
一
歩
を

踏
み
出
し
た
の
は
大
正
11
年

（
１
９
２
２
年
）
９
月
１
日
、

み
よ
が
20
歳
の
誕
生
日
で

あ
っ
た
。

　

生
徒
数
も
増
え
て
、
隣
接

す
る
喜
多
院
の
所
有
地
を
借
り
て
校
舎
を
増

築
し
た
。
当
時
は
家
族
の
生
活
の
場
所
と
学

校
と
し
て
使
用
す
る
場
所
と
は
、
同
じ
屋
根

で
つ
な
が
っ
て
い
て
共
有
す
る
部
分
が
あ
っ

た
。
た
た
み
を
敷
い
た
教
室
が
あ
り
、
生
徒

は
正
座
を
し
て
授
業
を
う
け
た
。
夜
は
机
を

す
み
に
寄
せ
て
、
布
団
を
敷
い
て
寝
室
と
し

て
使
用
し
た
。

　

そ
の
後
も
校
舎
の
増
築
が
行
わ
れ
た
が
、

下
が
教
室
で
２
階
が
家
族
の
居
間
の
建
物
が

あ
り
、
教
室
と
家
族
の
住
居
を
共
有
し
て
使

用
す
る
こ
と
は
解
消
さ
れ
た
が
、
同
じ
敷
地

内
で
同
じ
屋
根
の
下
で
学
校
と
住
居
が
共
存

し
て
い
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
か
っ
た
。

　

山
村
塾
・
山
村
裁
縫
女
学
校
・
山
村
高
等

裁
縫
女
学
校
・
川
越
高
等
家
政
女
学
校
と
校

名
の
変
更
が
あ
り
、
約
５
７
０
０
名
の
卒
業

生
を
送
り
出
し
、
家
庭
と
学
校
が
共
存
し
た

小
仙
波
の
土
地
も
、
昭
和
26
年
（
１
９
５
１

年
）、当
時
の
坂
戸
町
（
現

在
の
坂
戸
市
）
に

山
村
女
子
高
等
学

校
（
現
在
の
山
村

国
際
高
等
学
校
）

を
開
校
す
る
こ
と

に
よ
り
、
住
宅
だ

け
に
な
り
、
家
庭

と
学
校
が
分
離
さ

れ
た
。開
塾
以
来
、

増
築
を
重
ね
、
数

多
く
の
思
い
出
を

残
し
た
建
物
も
、

昭
和
41
年
（
１
９
６
６
年
）
に
は
住
宅
部
分

に
部
屋
を
増
築
し
学
校
部
分
の
建
物
は
解
体

さ
れ
た
。

　

昭
和
52
年
（
１
９
７
７
年
）
に
は
増
築
し

た
部
屋
を
残
し
、
住
宅
と
し
て
使
用
し
た
建

物
を
取
り
壊
し
て
新
し
い
２
階
建
て
の
家
に

な
っ
た
。

　

昭
和
57
年
（
１
９
８
２
年
）
に
は
創
立
60

周
年
を
記
念
し
て
む
ら
さ
き
会
（
同
窓
会
）

よ
り
山
村
学
園
発
祥
の
地
の
碑
が
贈
ら
れ
庭

に
設
置
さ
れ
た
。

　

大
正
11
年
（
１
９
２
２
年
）
か
ら
平
成
30

年
（
２
０
１
８
年
）
ま
で
96
年
間
、
学
校
ま

た
住
宅
の
敷
地
と
し
て
使
用
さ
れ
た
小
仙
波

の
土
地
も
、
借
地
権
を
５
月
末
に
喜
多
院
に

売
り
渡
し
た
。

　

た
だ
し
、
創
設
者
山
村

み
よ
が
裁
縫
塾

を
開
い
た
地
で
も
あ
る
の
で
、
参
道
寄
り
に

面
し
た
土
地
の
一
部
を
山
村
学
園
が
喜
多
院

よ
り
借
り
て
、
山
村
学
園
発
祥
の
地
の
碑
を

移
す
こ
と
に
な
っ
た
。

山
村
学
園
発
祥
の
地

む
ら
さ
き
会
相
談
役
　

山
村
　
寬
先
生

開塾当時の塾生を教えた部屋２階は家族の居間・１階は教室

山村高等裁縫女学校

川越高等家政女学校

山村高等裁縫女学校
学校は喜多院の参道に面していて、４月には

両側に植えてある桜が満開になる。

川越高等家政女学校

川越市小仙波　山村邸
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お知らせ

第
47
回
総
会
は

２
０
１
９
年６月

23
日
㈰

午
前
11
時
30
分
よ
り

・  

学
生
の
ダ
ン
ス
に
感
心
し
ま
し
た
。

と
て
も
楽
し
く
て
若
返
り
の
気
分

に
さ
せ
て
も
ら
い
、
嬉
し
か
っ
た

で
す 
(

Ｓ
31
年
卒
／
Ｓ
・
Ｙ)

・  

久
し
ぶ
り
に
同
級
生
に
会
え
て
、

楽
し
く
う
れ
し
い
思
い
で
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
(

Ｓ
33
年
卒
／
Ｈ
・
Ｓ)

・  

今
回
初
め
て
出
席
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
と
て
も
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た (

Ｓ
35
年
卒
／
Ｓ
・
Ｉ)

・  

久
し
ぶ
り
の
同
窓
生
に
逢
え
ま
し
て
、
楽
し
い
会
で
し
た
。
来

年
も
都
合
を
つ
け
て
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

 
(

Ｓ
36
年
卒
／
Ｋ 

・
Ｔ)

・  

友
達
に
会
え
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
若
い
子
の
ダ
ン
ス
が
生
き

生
き
し
て
、
と
て
も
良
か
っ
た
で
す(

Ｓ
36
年
卒
／
Ｋ
・
Ｔ)

・  

今
回
初
め
て
出
席
し
ま
し
た
が
、
こ
う
い
う
機
会
で
な
い
と
、

高
校
卒
業
し
て
「O

年
」
と
い
う
実
感
も
、
振
り
返
り
も
あ

ま
り
な
い
の
で
、良
い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た(

Ｈ
５
年
卒
／
Ｙ
・
Ｉ)

・  

食
事
が
豪
華
で
良
か
っ
た
で
す(

Ｈ
29
年
卒
／
Ｔ
・
Ｈ)

・  

山
学
の
バ
ト
ン
部
（
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）
が
、
す
ご
か
っ
た

 

（
Ｈ
30
年
卒
／
Ｍ
・
Ｙ
）

・  

久
し
ぶ
り
に
先
生
方
に
会
え
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す

 

（
Ｈ
30
年
卒
／
Ｈ
・
Ｕ
）

第
46
回 

む
ら
さ
き
会
総
会
開
催
さ
れ
る

平
成
30
年
６
月
24
日（
日
）
Ａ
Ｍ
11
：
30
〜　

川
越
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
て

　

総
会
・
懇
親
会
に
出
席
さ
れ
た
卒
業
生
の
皆
さ
ん
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
度
も
是
非
、
懐
か
し
い
級
友
を
お
誘
い

い
た
だ
き
、
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
． 

今
回
、
む
ら
さ
き
会
の
総
会
・
懇
親
会
の
出
席
は
何
回
目
で
す
か
？

Ｑ
． 

在
校
中
、
印
象
に
残
っ
て
い
る

「
学
校
行
事
」
は
何
で
す
か
？

Ｑ
．
本
日
の
ご
感
想
・
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

校 歌 斉 唱 懇親会アトラクション（山村学園高校バトン部）

懇親会でのお料理 総会の様子

修学旅行
9%体育祭

9%

秋のレクリ
エーション

9%

文化祭
（ファッションショー等）

73%

初めて
39%

２回目
6%

３回以上
55%
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山
村
学
園
高
校
近
況
報
告

山
村
学
園
高
等
学
校
　
　

校
長
平
野
正
美
先
生



○
国
公
立
大
学
（
大
学
校
を
含
む
）

年度
大学名

平成28年 
３月卒業

平成29年 
３月卒業

平成30年 
３月卒業

秋 田 大 学 1
茨 城 大 学 1
岩 手 大 学 1
群 馬 大 学 1
埼 玉 大 学 6 3
信 州 大 学 3
千 葉 大 学 1
筑 波 大 学 1
電 気 通 信 大 学 1
東 京 医 科 歯 科 大 学 1
東 京 海 洋 大 学 1
東 京 外 国 語 大 学 2
東 京 農 工 大 学 1
東 北 大 学 1
奈 良 女 子 大 学 1
室 蘭 工 業 大 学 1
山 形 大 学 1
山 梨 大 学 1
秋 田 県 立 大 学 1 1
釧 路 公 立 大 学 1 2 3
熊 本 県 立 大 学 1
群 馬 県 立 女 子 大 学 3 1 2
高 知 工 科 大 学 1
公 立 鳥 取 環 境 大 学 1
埼 玉 県 立 大 学 3 2
首 都 大 学 東 京 3 1
高 崎 経 済 大 学 2 4 2
都 留 文 科 大 学 3 2
新 潟 県 立 大 学 1 1
は こ だ て 未 来 大 学 1
兵 庫 県 立 大 学 1 2
福 井 県 立 大 学 1
前 橋 工 科 大 学 1 1
国 立 看 護 大 学 校 1 1
防 衛 医 科 大 学 校 1 1

合　　　　　計 31 29 21

○
難
関
私
立
大
学

○
主
な
私
立
大
学

年度
大学名

平成28年 
３月卒業

平成29年 
３月卒業

平成30年 
３月卒業

成 蹊 大 学 8 11 3

成 城 大 学 6 10 4

明 治 学 院 大 学 1 3

國 學 院 大 學 9 7 10

武 蔵 大 学 11 6 13

芝 浦 工 業 大 学 5 66 16

東 京 電 機 大 学 22 11 11

日 本 大 学 31 37 25

東 洋 大 学 47 79 46

駒 澤 大 学 25 36 11

専 修 大 学 16 6 18

東 京 女 子 大 学 6 2 4

日 本 女 子 大 学 6 13 5

合　　　　　計 192 285 169

年度
大学名

平成28年 
３月卒業

平成29年 
３月卒業

平成30年 
３月卒業

早 稲 田 大 学 5 2 4

慶 應 義 塾 大 学 1 1 2

上 智 大 学 4 0 1

東 京 理 科 大 学 9 6 8

学 習 院 大 学 8 10 6

明 治 大 学 13 9 7

青 山 学 院 大 学 13 4 6

立 教 大 学 18 14 9

中 央 大 学 27 11 14

法 政 大 学 22 15 10

合　　　　　計 120 72 67

　

む
ら
さ
き
会
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら

ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
こ
と
を
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
前
校
長 

萩
原
重
範
先
生
の
後
任

の
平
野
正
美
と
申
し
ま
す
。
本
年
４
月
に
、

創
立
96
年
目
の
伝
統
あ
る
本
校
に
着
任
い
た

し
ま
し
た
。
伝
統
校
を
預
か
る
責
任
の
重
さ

を
、
日
々
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
川
越
在
住
の
私
に
は
、『
山
村
』

と
い
え
ば
女
子
高
の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
共
学
化
を
果
た
し

て
11
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
概
ね
進
学
実
績
は
右
肩
上
が
り

を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
下
記
に
掲
載
い

た
し
ま
し
た
直
近
３
か
年
の
進
学
実
績
を
比

較
し
ま
す
と
、
や
や
低
落
し
て
い
る
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
国
の

政
策
に
よ
り
首
都
圏
の
私
立
大
学
が
入
学
定

員
を
絞
り
込
ん
で
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。
充
実
し
た
授
業
と
と
も
に
、
放

課
後
の
校
内
予
備
校
な
ど
を
活
用
し
て
、
在

校
生
は
各
自
の
夢
の
実
現
に
向
け
て
努
力
を

重
ね
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
部
活
動
も
大
変
盛
ん
に
活
動
し
て

お
り
ま
す
。
４
月
以
降
、
活
動
の
実
績
が
顕

著
な
部
活
動
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
バ
ト

ン
部
は
関
東
地
区
大
会
ソ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー

ラ
ー
ジ
部
門
で
優
勝
し
、
全
国
高
校
ダ
ン
ス

ド
リ
ル
選
手
権
大
会
に
出
場
が
決
ま
り
ま
し

た
。
女
子
テ
ニ
ス
部
は
、関
東
大
会
に
団
体
・

シ
ン
グ
ル
・
ダ
ブ
ル
ス
で
出
場
を
果
た
し
、

夏
の
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
に
は
シ

ン
グ
ル
・
ダ
ブ
ル
ス
で
埼
玉
県
を
代
表
し
て

参
加
い
た
し
ま
す
。
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
は
、関
東
大
会
に
出
場
い
た
し
ま
し
た
。

　

ダ
ン
ス
部
も
含
め
て
女
子
の
部
活
動
が
実

績
を
残
す
と
こ
ろ
で
す
が
、
野
球
部
も
め
き

め
き
と
力
を
つ
け
て
お
り
ま
す
。
春
季
県
大

会
で
は
優
勝
し
た
浦
和
学
院
と
接
戦
を
演

じ
、
３
季
連
続
の
ベ
ス
ト
４
と
実
績
を
残
し

ま
し

た
。
第
１
０
０
回
記
念
大
会
の
夏
の
甲
子
園

出
場
を
目
指
し
て
、
百
名
か
ら
な
る
部
員
た

ち
は
猛
暑
に
も
負
け
ず
に
厳
し
い
練
習
を
続

け
て
い
ま
す
。一
方
で
、オ
ー
デ
ィ
オ
ビ
ジ
ュ

ア
ル
部
が
「
動
画
甲
子
園
」
に
出
場
す
る
な

ど
、
文
化
部
の
活
躍
も
目
立
っ
て
き
て
お
り

ま
す
。

　

更
に
、
２
０
２
０
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
大
学
入
試
改
革
に
備
え
て
、
生
徒
の
自
学

自
習
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
日
常
の
記
録
を
蓄
積

で
き
る
「
ク
ラ
ッ
シ
ー
」
を
導
入
い
た
し
ま

し
た
。
ま
た
、「
聞
く
・
話
す
」
能
力
も
問

う
英
語
４
技
能
対
策
と
し
て
は
、
オ
ン
タ
イ

ム
で
海
外
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
と
会
話
す
る
「
オ

ン
ラ
イ
ン
英
会
話
」
も
は
じ
め
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
学
校
の
取
組
み
は
地
域
の
皆

様
か
ら
も
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
、
今
春
は

４
０
０
名
の
定
員
に
５
６
１
名
の
生
徒
が
入

学
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
全
教
職
員
で
地
域
に
信
頼
さ

れ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
る
所
存
で
す
の

で
、
む
ら
さ
き
会
の
皆
様
に
は
変
わ
ら
ぬ
お

力
添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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第22号

山
村
国
際
高
校
近
況
報
告

山
村
国
際
高
等
学
校
　
　

校
長
山
田
良
秋
先
生

　

む
ら
さ
き
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
本

校
へ
ご
支
援
・
ご
協
力
を
戴
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
本
校
の
進
路
概
況
を
お
示
し

い
た
し
ま
す
。
一
昨
年
は
、
国
公
立
大
学
合

格
35
名
、
昨
年
は
10
名
で
す
。
こ
れ
は
本
校

に
お
け
る
過
去
１
番
目
、
２
番
目
の
快
挙
で

す
。
私
立
大
学
も
早
稲
田
、
慶
應
等
の
難
関

校
に
多
く
が
合
格
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
近

年
は
、卒
業
生
の
概
ね
50
％
が
４
年
制
大
学
、

10
％
が
短
期
大
学
、
30
％
が
専
門
学
校
へ
の

進
学
を
、
10
％
が
就
職
、
進
学
準
備
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、職
員
一
丸
と
な
り
、

生
徒
の
希
望
実
現
に
向
け
、
全
力
で
取
り
組

む
所
存
で
す
。

　

次
に
、
教
育
内
容
で
す
。
本
校
に
は
、
英

語
力
を
強
化
す
る
た
め
に
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
外

国
人
教
諭
が
３
名
お
り
ま
す
。
各
学
年
に
配

置
し
生
徒
と
接
し
て
い
ま
す
。
自
主
参
加
の

英
会
話
教
室
も
開
催
し
、
多
く
の
生
徒
が
参

加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

コ
ー
ス
で
は
、
近
隣
の
女
子
栄
養
大
学
、
東

京
の
杉
野
服
飾
大
学
と
高
大
連
携
を
調
印

し
、
従
来
の
山
村
短
大
と
同
様
、
大
学
の
先

生
を
講
師
と
し
た
授
業
も
展
開
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
コ
ー
ス
の
特
色
と
な
っ
て
い

ま
す
。
大
学
進
学
者
の
増
加
か
ら
、
本
年
度

は
、
入
学
試
験
の
出
願
段
階
で
、
特
別
進
学

コ
ー
ス
Ａ
だ
け
で
は
な
く
特
別
進
学
コ
ー
ス

Ｂ
も
募
集
を
行
い
、
新
入
生
の
特
別
進
学
Ｂ

は
従
来
の
１
ク
ラ
ス
か
ら
３
ク
ラ
ス
に
増
や

し
ま
し
た
。
ま
た
今
年
度
の
入
学
生
か
ら
全

員
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
持
た
せ
、
生
徒
に
あ
わ
せ

た
課
題
等
を
用
意
し
、
ま
た
配
信
し
、
家
庭

で
の
学
習
状
況
を
教
員
が
把
握
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
３
年
後
に
は
、
大
き
な
成
累

が
得
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。ご
期
待
下
さ
い
。

　

こ
の
よ
う
な
進
学
実
績
や
、
教
育
内
容
の

新
た
な
取
り
組
み
は
、
生
徒
募
集
に
も
つ
な

が
っ
て
き
ま
し
た
。
６
年
連
続
の
学
則
・
定

員
超
え
が
実
現
し
ま
し
た
。
学
校
の
活
気
の

み
な
ら
ず
、
学
校
経
営
上
も
非
常
に
好
ま
し

い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
来
年
度
は
、

合
格
の
基
拳
を
上
げ
る
こ
と
も
決
定
し
て
い

ま
す
。

　

最
後
に
部
活
動
の
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部
、
ダ
ン
ス
部
や
生
物

部
の
全
国
的
な
活
躍
を
は
じ
め
、
多
く
の
部

活
動
が
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
放
課
後
の
活

気
は
素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
高
校

生
の
本
分
は
、
先
ず
勉
強
、
併
せ
て
部
活
動

等
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
い
う
方
針
で

す
。
以
上
が
本
校
の
近
況
で
す
。

　

結
び
に
、
む
ら
さ
き
会
の
皆
様
に
は
、
今

後
も
山
村
学
園
全
体
の
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Ⅰ．進路結果

Ⅱ．主な合格校

　（1）学年全体の比率（％）

　（1）国公立大学

　（2）特進Aクラスの比率（％）

　（3）中堅私立大学

　（4）山村学園短期大学への進学者

　（5）看護・医療専門学校

全 体 平 均 27年度 28年度 29年度
大 　 　 　 　 　 学 50.3 51.1 55.2
短 　 期 　 大 　 学 12.0 11.7 8.8
専 　 門 　 学 　 校 27.0 25.2 26.4
就 　 職 ・ 家 　 業 6.2 6.9 4.0
浪 　 　 　 　 　 人 2.5 3.3 3.6
未 　 　 　 　 　 定 0.8 0.7 0
留 　 学 　 ・ 　 他 1.2 1.1 2.0

（2）難関私立大学
大　　学　　名 27年度 28年度 29年度

青 山 学 院 大 学 3
学 習 院 大 学 1 1
慶 応 義 塾 大 学 1
津 田 塾 大 学 1
中 央 大 学 1 2 1
東 京 理 科 大 学
日 本 女 子 大 学 1
法 政 大 学 2 3 1
明 治 大 学 1 1
立 教 大 学 2 1
早 稲 田 大 学 3

合　　　　　計 9 14 3

大　　学　　名 27年度 28年度 29年度
防 衛 大 学 校 3
名 桜 大 学
琉 球 大 学 1

合　　　　　計 5 35 10

大　　学　　名 27年度 28年度 29年度
成 蹊 大 学 2 3 2
成 城 大 学 3 2
國 學 院 大 学 2
獨 協 大 学 7 2
武 蔵 大 学
日 本 大 学 4 3 1
東 洋 大 学 9 17 7
駒 澤 大 学 2 1
専 修 大 学 1
文 教 大 学 1 1
女 子 栄 養 大 学 3 1 3
芝 浦 工 業 大 学
東 京 都 市 大 学 1 2 1
神 田 外 語 大 学 3 1
麻 布 大 学 1
北 里 大 学
共 立 女 子 大 学 1
昭 和 女 子 大 学 1
埼 玉 医 科 大 学 1 1 1
東 京 家 政 大 学 1 1 1
東 京 電 機 大 学 2 12 4
東 京 農 業 大 学
日本獣医生命科学大学

合　　　　　計 28 56 28

全 体 平 均 27年度 28年度 29年度
大 　 　 　 　 　 学 85.0 96.7 85.7
短 　 期 　 大 　 学 0 0 0
専 　 門 　 学 　 校 5.0 0 3.6
就 　 職 ・ 家 　 業 0 0 0
浪 　 　 　 　 　 人 10.0 3.3 10.7
未 　 　 　 　 　 定 0 0 0
留 　 学 　 ・ 　 他 0 0 0

学　　校　　名 27年度 28年度 29年度
葵メディカルアカデミー 1
上 尾 中 央 医 療
アポロ歯科衛生士専門 1
医学アカデミー（理学） 3
大 川 学 園 医 療 福 祉 1
大原医療秘書福祉保育 1
大 宮 医 師 会 立 准 看 護 1
大 宮 医 療 秘 書 福 祉 1
川 越 看 護
北 里 看 護 1
佼 成 看 護
埼玉医科大附属（看護） 1 1
埼 玉 医 療 福 祉 1
さ い た ま 市 立 高 看
坂 戸 鶴 ヶ 島 2 1
慈 恵 看 護 専 門 1
首 都 医 校 2 1
坂 西 放 射 線 技 術 1
西 武 学 園 医 学（ 臨 ） 2
太 陽 歯 科 衛 生 士 1
帝 京 高 等 看 護 学 院 1
東 京 医 学 技 術 1
東 京 医 療 秘 書 福 祉 1 2
東 京 歯 科 衛 生 1
東 京 柔 道 整 復（ 柔 ） 1
戸 田 中 央 看 護 1
西埼玉中央病院附属看護専門 1
日 本 医 学（ 柔 ）
日 本 医 歯 薬 1
日本ウェルネス歯科衛生専門 3
日本大学医学部附属看護専門 1
日本大学歯学部附属歯科衛生 1 1
日 本 リ ハ ビ リ（ 理 学 ） 1
比 企 准 看 護 専 門 1
毛 呂 病 院 看 護 3
早 稲 田 速 記 医 療 福 祉 1
早稲田医学院歯科衛生士 1

合　　　　　計 26 12 9

短　　大　　名 27年度 28年度 29年度
山村学園短大 （保育科） 4 10 8

大　　学　　名 27年度 28年度 29年度
青 森 県 公 立 大 学 1
茨 城 大 学 3
岡 山 大 学 1
北 見 工 業 大 学 1
釧 路 公 立 大 学 2 10 3
熊 本 県 立 大 学
高 知 県 立 大 学
群 馬 大 学 2
群 馬 県 立 女 子 大 学 1 1
埼 玉 大 学 3
滋 賀 大 学 2
首 都 大 学 東 京 1
信 州 大 学 1
水 産 大 学 校 1
高 崎 経 済 大 学 1 2 1
電 気 通 信 大 学
鳥 取 環 境 大 学 1 1
富 山 大 学 1 3 1
富 山 県 立 大 学
長 野 大 学 1
都 留 文 科 大 学 1
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第22号

セ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ワ
ン
ダ
ー

山
村
学
園
短
期
大
学
　
　

学
長
野
口
一
夫
先
生

美
し
い
も
の
を
美
し
い
と
感
じ
る
感
覚　

新
し
い
も
の
や
未
知
な
も
の
に
ふ
れ
た

と
き
の
感
覚

思
い
や
り　

憐
れ
み　

讃
嘆
や
愛
情
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
感
情　

そ
れ
ら

が
ひ
と
た
び
よ
び
さ
ま
さ
れ
る
と　

人

は
そ
の
対
象
と
な
る
も
の
に
つ
い
て　

も
っ
と
よ
く
知
り
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
る

　

わ
た
し
た
ち
の
多
く
は
、
ま
わ
り
の
世
界

の
ほ
と
ん
ど
を
視
覚
を
通
し
て
認
識
し
て
い

る
。
し
か
し
、
目
に
は
し
て
い
な
が
ら
本
当

に
は
見
て
い
な
い
こ
と
も
多
い
。
見
す
ご
し

て
い
た
美
し
さ
に
目
を
開
く
一
つ
の
方
法

は
、
自
分
自
身
に
問
い
か
け
て
み
る
こ
と
で

あ
る
。「
も
し
こ
れ
が
、
い
ま
ま
で
に
一
度

も
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
も
の
だ
と
し
た

ら
？　

も
し
こ
れ
を
二
度
と
再
び
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
し
た
ら
？
」
と
、

　
「
知
る
」
こ
と
は
「
感
じ
る
」
こ
と
の
半

分
も
重
要
で
は
な
い
・・・
と
言
い
切
る
カ
ー

ソ
ン

　
　

レ
イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
著

 

「
セ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ワ
ン
ダ
ー
」
よ
り

　

人
間
は
初
め
て
見
る
も
の
や
、
初
め
て
の

体
験
に
接
す
る
と
き
に
、
ワ
ク
ワ
ク
し
た

り
、
感
動
し
た
り
、
び
っ
く
り
し
た
り
、
あ

る
い
は
恐
怖
感
を
感
じ
る
人
も
い
る
。
人
間

で
あ
れ
ば
誰
し
も
が
持
っ
て
い
る
本
能
で
あ

り
、
人
間
だ
け
が
持
つ
感
性
、
そ
れ
が
セ
ン

ス
・
オ
ブ
・
ワ
ン
ダ
ー
で
あ
る
。
セ
ン
ス
・

オ
ブ
・
ワ
ン
ダ
ー
が
最
も
花
開
く
時
期
は
、

物
事
に
何
の
邪
心
も
な
く
関
心
を
示
し
て
育

つ
子
ど
も
の
頃
で
、
年
齢
や
知
識
、
経
験
を

重
ね
て
大
人
に
な
る
と
、
い
つ
し
か
前
例
や

常
識
で
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
自
由
で

伸
び
や
か
な
感
性
は
い
つ
し
か
失
わ
れ
て
い

く
。
し
た
が
っ
て
一
人
ひ
と
り
の
心
の
中
に

セ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ワ
ン
ダ
ー
を
持
ち
続
け
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

著
作
者
で
あ
る
レ
イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン

（
１
９
０
７
～
１
９
６
４
）
は
米
国
、
ペ
ン

シ
ル
バ
ニ
ア
州
生
ま
れ
。
環
境
保
護
の
パ
イ

オ
ニ
ア
と
し
て
知
ら
れ
る
。
１
９
６
２
年
、

代
表
作
と
言
わ
れ
る
「
沈
黙
の
春
：
Ｓ
ｉ
ｌ

ｅ
ｎ
ｔ 
Ｓ
ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
」
を
発
表
。
そ
の

後
出
版
さ
れ
た「
セ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ワ
ン
ダ
ー
」

は
世
界
中
で
世
代
を
超
え
て
愛
読
さ
れ
て
い

る
。

本
学
の
ナ
チ
ュ
ラ
ル
保
育
検
定
の
基
盤
で
あ

る
。

編
　
集
　
後
　
記

会
　
長　
　

田
中　

久
子

副
会
長　
　

伊
藤　

懃
子

　
〃
　　
　

野
島　

康
子

　
〃
　　
　

平
本　

住
枝

相
談
役　
　

山
村　
　

寬

顧
　
問　
　

岡　
　
　

實

　
〃
　　
　

平
野　

正
美

　
〃
　　
　

山
田　

良
秋

事
務
局　
　

猪
鼻　
　

光

む
ら
さ
き
会 

平
成
30
年
度
役
員
一
覧

山村学園は
創立100周年を迎えます

2022年

創立100周年に向けて、準備を進めています。
皆様のご支援・ご協力を、お願いいたします。



　

編
集
委
員
会
の
帰
り
道
。
山
村
学
園
高
校

の
中
庭
に
あ
る
大
き
な
桜
の
木
を
見
上
げ
た
。

春
に
は
、
満
開
の
花
々
で
新
入
生
を
迎
え
た

と
思
っ
た
ら
、
い
つ
の
ま
に
か
緑
の
葉
っ
ぱ
で

覆
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
木
々
に
蝉
た
ち
が「
夏

の
日
」
の
一
時
を
楽
し
ん
で
の
合
唱
で
し
ょ

う
か
？
鳴
き
声
が
、耳
に
残
る
。今
年
の
夏
は
、

異
常
に
暑
い
。
台
風
も
迷
走
。
穏
や
か
に
秋

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
の
み
で
す
。

　

様
々
な
分
野
で
、
山
村
学
園
・
山
村
国
際

高
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
が
活
躍
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
、
卒
業
生
と
し
て
も
う
れ
し
い
こ
と

で
す
。
益
々
の
活
躍
を
ご
祈
念
致
し
ま
す
。

　

今
年
も
「
む
ら
さ
き
会
だ
よ
り
第
22
号
」

を
お
届
け
し
ま
す
。む
ら
さ
き
会
だ
よ
り
は
、

創
立
者
山
村

み
よ
先
生
の
誕
生
日
に
発
行

し
て
い
ま
す
。
山
村
学
園
と
卒
業
生
を
結
ぶ

「
情
報
紙
」
と
な
り
ま
す
よ
う
、
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。




